
（様式第1）（第７条及び第１３条関係）
平成　　年　　月　　日

大阪ヒートアイランド対策技術コンソーシアム理事長様






　申請者（住所）







（名称）







（代表者名）



印

認証申請書（新規・変更）

　大阪ヒートアイランド対策技術コンソーシアムが実施するヒートアイランド対策技術認証制度について、技術評価実施要領第7条・第13条に基づき、以下のとおり申請します。

１．認証対象製品名・型番


２．該当する技術
　　　「屋根用高日射反射率塗料」、「高日射反射率舗装（車道除く）」、

「高日射反射率防水シート」、「高日射反射率屋根材（瓦、化粧スレート、金属など）」のいずれかを選択する．

３．申請者連絡先等
　　　（別紙1）のとおり

４．製品データの詳細
　　　（別紙2の1）及び（別紙2の2）のとおり

５．同一規格製品の扱い
　　　「該当なし」　または　「（別紙3）のとおり」

６．その他添付資料
　　　 手数料振込み領収書の写し（本申請の場合）

認証対象製品の「基本仕様書」，「パンフレット」，「施工マニュアル」




      「施工実績」などの資料名称を記載の上，添付する。

・塗料の塗膜性能はJIS K5675を満足する証明書を添付すること。
ただし、屋外暴露耐候性の規定項目を除いた証明書（仮発行）でよいものとする。
・プレコート鋼板はJIS G 3322，JIS G 3312，JIS G 3318のいずれかを満足する証明書の添付を必須とする。

・「高日射反射率防水シート」の場合には，JIS A 6008を満足する証明書の添付を必須とする。

（様式第1　別紙1）

	認証申請者氏名
	フリガナ（全角）
	

	
	漢字（全角）
	

	担当者所属・役職
	フリガナ（全角）
	

	
	漢字（全角）
	

	担当者氏名
	フリガナ（全角）
	

	
	漢字（全角）
	

	郵便番号
	（半角）
	

	住所
	（全角）
	

	電話番号
	（半角）
	

	FAX番号
	（半角）
	

	メールアドレス
	（半角）
	

	ホームページ
	（半角）
	


（様式第1　別紙2の1）

１．技術の原理

２．技術の特徴・先進性・セールスポイントなど

３．施工上の留意点・設置場所の制約など

４．メンテナンスの必要性・寿命など

５．納品実績など（有無，可能であれば納品先）

６．概算の製品及び施工コスト（費目・単価・数量・合計）

（様式第1　別紙2の2）

７．既に実施された試験の結果

７．１　自社による試験結果（添付資料も可）

試験項目：

測定値等：

備考（測定者・条件など）：

７．２　他機関による試験結果（添付資料も可）

試験項目：

測定値等：

備考（事業名・測定者・条件など）：

８．その他技術に関する補足事項

（様式第1　別紙3）

同一規格製品（OEM製品）に関する確認書

本申請の製品名・型番：

申請者（申請企業名）：


同一規格製品の製品名・型番：

申請者（申請企業名）：

担当者の連絡先（郵便番号・住所・氏名・電話番号・メールアドレス）：

（2件目以降は適宜欄を追加して下さい．申請製品と同一規格製品の関係を示す資料を添付して下さい．）

（様式第2）（第１３条関係）
平成　　年　　月　　日

大阪ヒートアイランド対策技術コンソーシアム理事長様

評価実施機関（住所）

（名称）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者名）　　　


印

技術評価報告書
大阪ヒートアイランド対策技術コンソーシアムが実施するヒートアイランド対策技術認証制度に申請する以下の技術について、技術評価実施要領第１１条に基づいて、以下のとおり評価結果を報告します。

１．申請者名称、住所

２．認証対象製品名・型番


３．該当する技術
（記載例）「屋根用高日射反射率塗料」、「高日射反射率舗装（車道除く）」、「高日射反射率防水シート」、「高日射反射率屋根材（瓦、化粧スレート、金属など）」のいずれかを選択する．

４．評価試験の概要

５．評価試験の結果

(1)日射反射率

(2)明度

(3)長波放射率

（様式第3）（第１３条関係）
誓　約　書

平成　　年　　月　　日

大阪ヒートアイランド対策技術コンソーシアム理事長様

申請者（住所）

（名称）
（代表者名）　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　
大阪ヒートアイランド対策技術コンソーシアムが実施するヒートアイランド対策技術認証制度に技術を申請するにあたり、次の事項について特に留意し、ヒートアイランド対策技術認証制度実施要綱及び技術評価実施要領並びに他の法令等を遵守することを誓約いたします。

１　技術の申請について、偽りや不正を行いません。

２　技術の申請について、大阪ＨＩＴＥＣから報告及び資料の提出を求められた場合は、正当な理由が無く拒否しません。

３　認証を受けた技術について、ヒートアイランド対策の性能に関する仕様を変更した場合は、すみやかに変更審査を申請します。

４　認証を受けた技術と異なる技術について、認証を受けた技術と偽りまたは誤解させるような行為を行いません。

５　認証された技術について、事故・苦情等の問題が生じたときは、当方がその一切の責任を負います。
６　認証された技術の生産、製造又は販売を通じて、ヒートアイランド現象緩和に貢献するように努めます。
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